
    参加者数（人） 

7/28  高校生     940 

7/29 高校生中心  3,000 

7/31  大学生（講義）       70 

7/31 デリー大学生     120 

8/1  女子大生（講義）     250 

8/1  大学生中心       80 

8/2  高校生    300 

8/3     大学生    770 

8/4  アンナ大学生（講義）      80 

8/4  アンナ大学生   100 

8/5    高校生・大学生・院生   410 

8/7-8 高校生中心    100 

8/25  大学生・院生    182 

8/26  高校生・大学生  1,600 

インドにおける日本留学フェア（2017/7/28-8/26までの報告） 

2016/08/10 

日本留学フェア日程と参加機関： 
● 7/28-29＠シティ・モンテッソリー・ラクナウ高校（CMS Lucknow）・・JASSO・北海道大学・立命館大学・東京大学  

● 7/31＠デリー大学北キャンパス ・・在印日本大使館・日印商工会・JST・JASSO・北海道大学・立命館大学・早稲田大学・東京大学 

● 7/31＠デリー大学東アジア研究学科（Department of East Asian Studies, University of Delhi）講義・・東京大学  

● 8/1＠デリー大学南キャンパス・・在印日本大使館・日印商工会・JST・JASSO・国際大学・北海道大学・立命館大学・早稲田大学・東京大学 

● 8/1＠デリー大学ミランダハウス（Miranda House, University of Delhi）講義・・東京大学 

● 8/1＠サンスクリティ高校（Sanskriti School）・・JST・JASSO・北海道大学・立命館大学・立命館APU・東京大学 

● 8/2＠高校（Scottish High International School)・・在印日本大使館・JST・北海道大学・立命館大学・立命館APU・東京大学 

● 8/3＠SRM大学・・JST・静岡大学・北海道大学・横浜国立大学・立命館大学・早稲田大学・東京大学 

● 8/3＠IIITDMK大学・・JST・長岡技術科学大学・北海道大学・横浜国立大学・立命館大学・早稲田大学・東京大学 

● 8/4＠高校（Chettinad Hari Shree Vidyalayam）・・JST・北海道大学・立命館大学・立命館APU・早稲田大学・東京大学 

● 8/4＠アンナ大学・・在チェンナイ日本国総領事館・日印商工会・JST・埼玉大学・北海道大学・横浜国立大学・立命館大学・早稲田大学・東京大学 

● 8/4＠アンナ大学情報理工学部（Dept. of Computer Science & Engineering, Anna University）講義・・東京大学 

● 8/5＠AOTS同窓会会場チェンナイ ・・在チェンナイ日本国総領事館・JF・JST・北海道大学・立命館大学・立命館APU・早稲田大学・東京大学 

● 8/7-8＠JSPSポスドク同窓会・・JSPS・東洋大学・信州大学・京都大学・JAMSTEC・JST・立命館大学・東京大学, 資料参加大学（大阪大, お茶の水女子大,  

                北見工業大, 京都大, 島根大,  筑波大, 東北大, 東洋大, 北大, 横浜国大, 早稲田大） 

●8/25＠MANIT Bhopal大学＆IISER大学・・日本語センター・兵庫教育大学・東京大学 

●8/26＠The Bhopal School of Social Sciences, Barkatullah 大学・・JF・日本語センター・アジア日本語学院・JTB・兵庫教育大学・立命館大学・東京大学 

2017/08/29 

東京大学国際交流課 

東京大学インド事務所 

 同校主催12年生向け式典に参加し、

そのプログラムの一部である進路説明

会に他国（ドイツ、米国、日本、カナダ）

と一緒に今回初めて参加。3,000人の学

生を一堂に集めた巨大会場は、冷房が

よく効いて巨大クレーン車の移動カメラ

と舞台には6つのスクリーンがある充実し

た設備があり、人口大国に相応しいス

ケールでした。 

各国のプレゼンは以下の通りです。1)ド

イツ・・ドイツ語を学ぶ同校学生1人を登

壇させて30分間ドイツ体験を説明しまし

た。2)米国・・留学コンサルタントが75分

を使いテンプル大学の紹介と米国で活

躍するインド人CEOやDEANを紹介し、

  ラクナウの日本語教師である星野先

生の協力を得て、学生数世界一を誇る

有力私立校で日本留学説明会を開催

しました。複数のキャンパスの中で一番

の進学校で12年生（高3）と11年生（高

2）各470人に2回に分けて合計940人が

集まりました。会場では、ＪＳＴさくらサイ

エンスプランで今年日本に訪問した体

験について参加学生から報告して貰

学校の外観（左）と校内会場（右） 

↑説明会場（7/28） 

←3,000人が集まった式典会場（7/29） 

 国立デリー大学は工学部がなく、生徒

数50万人（全日制20万人、定時制30万

人）のインド最大規模の大学です。7月

末に新学期が始まっていましたが、新入

生の入学手続きが遅れて学生が列を

1） 7月28日(金）  City Montessory School, Gomti Nagar I Campus 

(UP州 Lucknow) い、JASSOと参加大学からそれぞれの

説明を行いました。 

 立命館大の宿舎ルール紹介ビデオに

男女学生がオートバイに乗って走る場

面があり、ボリウッド映画を彷彿させたの

か、生徒から大きな反応と拍手喝采が

起きました。 
 大学紹介のみならず日本という国に

興味をもってもらうことがまずは必要だと

実感しました。保護者の参加もあり、積

極的に質問していました。 

2）  7月29日（土）  City Montessory School,Gomti Nagar II Campus 

(UP州 Lucknow) 

4人の同校卒業生留学をステージに登場させて

奨学金の受領金額を説明させる内容でした。3)

日本・・米国の後登壇し、30分間3,000人の生徒

を前に日本と各大学をアピール、同校の出身校

である先輩の留学生からのメッセージの紹介も

行いました。4)カナダ・・オタワ大学教授によるプ

レゼンが行われました。  

3）  7月31日(月） University of Delhi 北キャンパス（New Delhi）  

作っていました。雨季に広域キャンパスから会

場に動員する手立てが全く不十分であり、訪問

者は予想をはるかに下回ってしまいました。来

場者数は、セミナーに70人、各大学ブースに50

人でした。 



 デリー大学には85ものカレッジがありま

すが、女子名門カレッジ（インドカレッジラ

ンクトップ校）であるMiranda Houseにて前

日同様に池亀准教授の講義を行いまし

た。このカレッジ卒業生であり同学東アジ

 同校は、2017年JSTさくらサイエンスプラン

（以下、SSP）

招待参加の

私立校です。

当初カウンセ

ラーとの協議

では全校11～

講義の様子 

 

池亀先生の講義につ

いては、下記もご参

照ください。 

 
http://www.ioc.u-

tokyo.ac.jp/news/

news.php?

id=ThuAug0307265

72017 

デリー大学北キャンパス（上） 

講義概要の掲示↑ 

 前日の北キャンパスに引き続き、南キャン

パスでも開催しました。国際大学が新たに

参加し、インド日本商工会よりは成清正浩

会長が御出席、平松賢司駐インド日本 

大使のご臨席も賜りました。北キャンパス 

同様に、来場者は予想をはるかに下回り、

セミナーに40人、ブースに30人ほどでした。 

 今回初めてデリー大学で説明会を実施し

ましたが、この巨大な大学の対外窓口であ

る国際担当DEANによる生徒動員力は全く

期待できないとを実感しました。 
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12年生向けセミナースタイルで話を進めて

いたにも拘らず、7月就任の新校長の方針

で日本留学に関心のある学生のみ対象とし

て開催することになりました。5名程対象との

ことでしたが、当日は10人の生徒が参加しま

した。生徒の自己紹介と各大学担当者との

対話形式で実施しました。 

デリー大学南キャンパスにて平松大使講演 

6） 8月1日(火）午後 University of Delhi 南キャンパス（New Delhi）  

 一方、同日午前中には、同大学東アジア研究学科にて、池亀彩准教授（東京大学大学院

情報学環）が講義‘Untouchability Compared: Political experiences of Burakumin in Japan 

and Dalits (Adijans) in South India'‘ を行いました。日本語の履修者もおり、小さな教室は聴

講した70人の生徒の真剣な眼差しと熱気に包まれました。 

4） 8月1日(火）午前 Sanskriti School（New Delhi）  

5） 8月1日(火）午前 Miranda House, University of Delhi （New Delhi）  

ア研究学科ランジャナ准教授（東大文学博士）

にもご出席戴きました。250人の女子学生が集

まり、活発な質疑応答となりました。 

↑講義開始を待つ女子学生たち 
←ミランダハウスの外観 



 2017年JSTのSSP招待参加の私

立校です。同行された校長から

は、日本ではいろいろと発見もあ

り有意義であったとのコメントをお

聞きしました。 

 SSPに参加した学生の日本体

験発表と各参加大学の紹介を行

いました。参加学生は9年生から

12年生の合計300人が一斉に講

堂に集まりました。 

 個別相談では、保護者の方の

姿や日本留学について関心のあ

る他校からの親子の訪問もありま

した。 

デリー大学南キャンパスでのブース風景（8/1） 

静粛に聞き入る生徒たち（上） 

     登校時にバグパイプ音楽が出迎え（右） 

7） 8月2日午前 Scottish High International School  (Haryana州 Gurgaon) 
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 留学フェアの初開催地となる私立大

学で、同大学と関係の深い静岡大学

工学系早川教授に基調講演をお願い

しました。同大学の出身の先輩留学生

からの日本留学応援メッセージも紹介

しました。 

 セミナーの参加者400人、ブースへ

の来訪者200人で賑わいました。多く

のプレスも召集し、キャンパス内ホテル

および学長主催昼食会への招待な

ど、大学全体が日本からの一行を大歓迎

してくれました。掲載記事・収録映像もご

参照ください。 

 SRM大学は東京

事務所を設置し、

日本との交流を積

極的に拡大中で

す。直近では、早

稲田大学が協定を

締結しています。 

  昨年のJSTのSSP参加の私立高校

で、来日した7人の学生のうち3人が卒

業、4人が最終学年となり、うち2人が

日本体験について発表をしてくれまし

た。 

 当日は、休校日であったにも拘ら
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8） 8/3(木）午前 SRM University （Chennai） 

10） 8/4（金）午前 Chettinad Hari Shree Vidyalayam校  （Chennai） 

アンナ大学国際部にて歓迎の記念品贈呈 

9） 8/3（木）午後 IIITDM Kancheepuram  (Chennai） 

 国立のインド情報技術大学カンチプ

ラム校(IIITDMK)と親交の深い長岡技

術科学大学の岡崎教授が基調講演を

行いました。新学長がセミナー開会の

辞を述べた後、セミナー終了の最後ま

でご出席されました。 

   セミナーには100人が参加、ブース

には70人が訪問しました。 

 開催にあたり、SR Pandian 教授（立命

館大に6年間勤務）が親身に準備を進め

て対応してくれました。前学長は長岡技

術科学大で博士号を取得されており、親

日家2人の協力により、本イベントが実現

しました。 

ず、開催に協力してい

ただき、イベント終始

にわたり校長先生の

出席のもと11年生と12

年生の合計80人が参

加してくれました。 

 州立アンナ大学では、馬場チェン

ナイ総領事、インドヤマハ（2輪）川島

副社長（チェンナイ日本インド商工会

副会長のご挨拶も賜りました。セミ

ナーには70人が参加、ブース会場に

は30人が来場しました。また、STEMロ

ボット教育会社（LSCL Robotics Pvt. 

Ltd. / SCCIP JAPAN Co.,Ltd） のご

参加協力も得て開催しました。 

 同大学はタミルナドゥ州政府予算によ

るFTTP-Foreign Technical Training 

Programで、教員2人と学生16人が前月

の7月11日～27日に横浜国立大学を訪

問していました。タミルナドゥ州のプログ

ラムは選抜された100人の学生を日本

その他各国に2週間派遣するもので、

本年度から開始されました。横浜国立

 また、当日午前中は、アンナ大

学のコンピュータサイエンス＆エ

ンジニアリング学部にて東京大学

のVorapong Suppakitpaisarn特任

講師（情報理工学系研究科）が1

時間の講義‘Submodular 

function optimization and its 

application to artificial 

intelligence’を行いました。学部

生を中心に80人が出席しました。    

これから履修する分野であるた

め、個別質問もあり、関心の高さ

が伺えました。 

ブースとセミナー風景 

馬場チェンナイ総領事の挨拶 

大学は日本を訪問することになった

同州の他大学も含めて計24人の一

行を受入れて大規模な交流を実施し

ました。 

 日本を訪問した男女学生2人が共

同で日本体験の様子を発表、東京

～新横浜間の新幹線乗車体験も実

施されたようです。 

 アンナ大学と横浜国立大学はこれ

を契機に覚書締結に向けて合意しま

した。 

セミナー会場→ 

11） 8/4（金）終日 Anna University, College of Engineering Guindy 

(Chennai) 



12） 8/5（土） ABK-AOTS DOSOKAI Tamil Nadu Centre (Chennai) 

本年度は、チェンナイ地元出身者のご登壇を手配し、日印関係を印

象づけるセミナーにしました。スピーカーは、今年9月に立命館APU

留学予定の学生2名と東大博士号取得の東京在住のご夫婦です。こ

のご夫妻は、奥様が医師（医学博士）、ご主人が工学博士（IITM卒）

でADB東京事務所勤務兼東大客員教授、ＪＲ東日本のインド新幹線

計画アドバイザーも兼務されています。 

 午後、大雨が降り来場者が少なくなったところでイベント終了時間を

迎えました。物価上昇と新税制により、昨年と比較して参加経費は

15％増となりました。 

 昨年に引き続きABK AOTS DOSOKAIの協力を得て2回

目を開催しました。セミナーおよびブースへの来場者は高校

生から学部生・院生・社会人と幅広く、合計410人を記録しま

した。ロボットワークショップへの参加学生数は100人でし

た。 

 チェンナイ総領事館、インドMAYEKAWA笹浪社長、STEM

ロボット教育会社もセミナーに登壇いただき、昨年と同様に

HIDAさんが会場とホテル間のバス送迎を行ってくれました。      

 JSPSインドポスドク同窓会主催科学セミナー（同窓会幹事

校：東洋大学）に立命館大学と東京大学がブース設置で参

加しました。ブースにはその

他の資料参加大学（本表紙

の資料参加大学名ご参照）

の各種情報も配架しました。 

 科学セミナープログラムは

右記サイトをご参照ください。 

主催者および主賓による基調講演 

13） 8/7(月）-8（火） JSPSインドポスドク同窓会主催科学セミナー（ゴア） 

（於：National Institute of Oceanography, Goa） 

http://ijaa2017goa.nio.org/ 

 ブース対応は7日と8日午前の1日半で行い、8日午後は地元の学校

20校の代表生徒9年生～12年生向けにセミナーを実施しました。 

 セミナーは今回初の試みとなる、将来の科学者の卵である高校生との

交流会で、参加した高校生は100人でした。信州大学森川教授（繊維

学部先進繊維工学専攻）も参加して大学紹介を行いました。その後、

学校代表生徒20人からの質疑応答で締め括りました。 
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14） 8/25（金）午前 Maulana Azad National Institute of Technology Bhopal （MP州Bhopal） 
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15） 8/25（金）午後 IISER Bhopal（MP州Bhopal） 

 国立工科大学ボパール(MANIT) 

は、学生数4,000人、女子学生の比率

35％の大学です。特に、コンピューター

科学科と電気通信学科は女子学生に

人気です。 

 3連休の休校日でしたが、教師5人と

生徒75人が集まってくれました。 

 今年、GENESYSのプログラムで教員1

名、学生3名が来日した経緯があり、全

 日本語センター名須川代表の御発

案により、州立大学Barkatullah 

University, Bhopalのカレッジである

The Bhopal School of Social Sciences

にて、盛大な留学説明会を開催でき

ました。参加学生はBSSSより400人、

外部から高校生を含め1,200人で期

待以上の集客となりました。 

 BSSSは生徒数4,000人の文系カレッ

ジ（女子学生比60％）です。 

 本イベントの特長は次の通りです。 

16） 8/26（土） The Bhopal School of Social Sciences, Barkatullah University 

（MP州Bhopal） 

員、熱心に聴いてくれました。学部4年生の半年

間がインターシップ期間（選択制）となっていて、

その時期に是非日本に行きたいとの要望もあり

ました。今後の関係の発展が期待されます。 

 

 国立インド科学教育研究大学

(IISER)ボパール校は、生徒数2500

人、女子学生比率35％を擁する大

学で、数学、物理、化学、生物、コ

ンピューター科学のほかに経済学などの文系

学科もあります。 

 教師2人と学生100人が集合して、熱心に話

を聴いてくれました。説明会の開始に先立ち、

3ブロックに分割された座席で舞台から観た

左側と中央の様子 

国際担当DEANのVineet K. Sharma 准教授

(前列右から3番目) 

学長 Vinod K Singh教授（化学専攻）より15分

の御挨拶を頂きました。渡日経験もある同教授

には、当日の化学関係の国際会議の合間を

縫ってご参加いただき、非常に誠意を感じまし

た。 

 IISERは、大阪大学と交流協定があります。ま

た、IISERの国際担当DEANは、理化学研究所

（横浜）に6年間、客員研究員（生物学）として従

事した経験があり、積極的に日本と交流したい

旨の要望を表明されました。 

 セミナー終了後、数学科で学ぶ学生から日本

留学を検討する相談がありました。 

・文系カレッジを会場にして説明会を開催 

・日本文化プログラムとして、会場にいる学

生も含めて皆で一緒に盆踊りを楽しむエン

ターテインメント 

・来賓としてTCS社幹部にお越し戴き、IT市

場としての日本について講演戴き、日本の

魅力をアピール 

・日本側より3大学、2校の日本語教室、ＪＦ

とＪＴＢのご参加 

・前日の理系2大学訪問プログラムと今回

の文系カレッジ訪問で、2日間に亘り、ボ

パールにおける理系、文系の大学生と高校

生を対象に、バランスよく留学説明会を実施

できたことが挙げられます。 

 ボパールの各大学における女子学生比率

が高く、予想以上に多くの女子学生にメッ

セージを伝えることができました。 

 日本から参加された福岡を拠点とするアジ

ア日本語学院は、ボパール訪問後、引き続

きインパールで説明会を開催されることを伺

いました。語学学校も精力的に市場開拓に

取り組まれています。 
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掲載記事（チェンナイ） 
↑舞台上での盆踊りに合わせて、会場の学生たちも立ち上がり一緒に踊りました↑ 



 

 

掲載記事（デリー） 
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Japan Education Fair@ SRM News by SAKSHI 

JAPAN HIGHER EDUCATION ITEM PUBLISHED VAARTHA TELUGU DAILY 5.8.2017 
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掲載記事（チェンナイ） 



掲載記事（ボパール） 

Page 10 



掲載記事（ボパール） 
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●14 Minutes of TV News 
 
http://kalkiwebtv.com/newsdetails.php?id=18440 
 
 
 
 
●News report 
 
http://www.uniindia.com/photoes/141510.html 
 
http://www.uniindia.com/photoes/141511.html 

ビデオクリップ（チェンナイ） 
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掲載記事（チェンナイ） 

Chettinad Hari Shree Vidyalayam校のニュースレター（2017年8月号）より抜粋 

http://kalkiwebtv.com/newsdetails.php?id=18440
http://www.uniindia.com/photoes/141510.html
http://www.uniindia.com/photoes/141511.html

